
蓄量

報

微
動
計
据
付

微
動
計
を
同
測
候
所
に
据
付
ら
る
L
乙
ご

L
な
ら
、
去
る
二
月
十
六
日
閣
官
技
師
出
張
せ
ら
れ
完
全
に
据
へ
付
け
ら
れ
た

北
関
東
に
於
て
宇
都
宮
は
地
震
観
測
上
重
要
の
地
鈷
な
り
し
が
今
回
、
中
央
気
象
墓
よ
h
J
大
森
式
簡
単

歩
、
今
後
は
関
東
地
方
の
地
震
、
鹿
島
灘
に
類
殺
せ
る
地
震
及
同
所
附
近
に
頻
殺
す
る
局
後
地
震
等
に
就
会
同
所
の
宣
妥

な
る
観
測
材
料
は
地
震
率
上
貴
重
な
る
も
の
と
な
る
べ
し
。

締
岡
地
磁
気
観
測
所
の
地
震
観
測

茨
披
膝
柿
岡
町
な
る
中
央
気
象
窪
附
属
地
磁
気
観
測
所
に
於
か
れ
で
も
昨
年
来

「
ク
キ

1
へ
W
ト
」
の
地
震
計
(
水
卒
動
、
上
下
動
)
を
据
付
け
ら
れ
不
断
観
測
を

3
る
、
を
以
て
一
般
の
地
震
に
闘
し

て
は
勿
論
特
に
筑
波
山
附
近
に
頒
援
す
る
局
接
地
震
に
つ

3
て
ほ
今
後
重
要
に
し
て
有
盆
な
る
材
料
を
得
ら
る
べ
し
。

北
海
道
小
樽
港
内
に
於
け
る
火
薬
爆
設
客
年
十
二
月
廿
七
日
小
樽
港
内
に
於
け
る
火
薬
運
搬
中
爆
畿
を
な
し
家
屋
人

審
に
損
害
死
傷
を
奥
へ
た

b
B
こ
の
爆
一
音
、
振
動
は
調
査
の
結
田
和
、
極
め
て
小
区
域
に
限
ら
れ
た
る
如
く
小
樽
港
附
近
の

外
、
札
幌
B

及
び
室
蘭
管
内
の
追
分
即
時
及
錦
及
布
鐸
に
て
爆
一
音
を
閉
会
し
と
云
p
戸
、
札
幌
測
候
所
の
松
川
技
手
は
同
誌
に

出
探
せ
ら
れ
左
の
調
査
報
告
を
せ
ら
れ
た

b
。

「
大
正
十
三
年
十
二
月
廿
七
H
午
後
一
時
二
十
五
分
五
十
七
秒
突
然
爆
合
外
部
の
扉
及
窓
に
恰
も
カ
を
墨
め
叩

3
た
る
が

四
l七



四
八

如

3
激
動
を
戚
じ
た
る
が
人
身
に
後
党
な
く
又
地
震
の
震
動
と
は
趣

3
を
具
に
せ
る
が
如
く
察
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
或
は

何
物
か
の
破
裂
せ
る
爆
一
音
な
ら
ん
と
推
測
し
不
取
敢
地
震
計
を
検
せ
る
に
振
動
を
戚
じ
居
b
初
動
西
に
一

O
O
O
ミ
ク
ロ

ジ
約
七
分
間
の
微
動
を
一
記
録
し
居
る
を
見
た

b
、
然
る
に
此
振
動
は
札
幌
市
一
体
に
戚
じ
た
る
如
く
電
認
を
以
て
頒
b
に

照
合
あ

b
不
取
敢
何
物
か
の
爆
一
皿
自
に
し
℃
地
震
に
非
ら
ゴ
る
旨
を
答
へ
置

3
た
る
に
程
経
て
小
樽
新
聞
札
幌
支
枇
よ

b
小

倫
崎
市
港
内
手
官
埋
立
地
に
於
℃
火
薬
爆
後
せ
る
旨
の
報
に
接
し
午
後
四
時
頃
同
地
に
至
り
現
場
を
調
査
せ
る
に
常

μ
、
山
・

口
脇
厚
狭
日
本
火
薬
命
日
一
枇
よ

b
火
薬
及
び
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
約
八
百
六
十
五
箱
積
載
し
同
港
に
入
港
せ
る
汽
船
正
保
丸
よ
り

貯
般
に
℃
陸
上
に
運
搬
更
に
貨
車
に
積
込
ま
ん
と
す
る
際
八
百
六
十
五
箱
内
六
百
箱
(
一
箱
六
貫
)
が
俄
然
爆
殺
し
た
る
も

の
に
し
て
積
込
従
事
中
の
人
夫
は
勿
論
立
会
中
の
巡
査
及
附
近
街
揚
中
の
人
夫
其
他
約
三
百
名
の
死
傷
者
出
し
現
場

I
b

約
一
千
米
突
以
内
の
港
内
に
面
せ
る
家
屋
の
総
子
は
凡
ん
ど
破
壊
し
一
白
米
以
内
の
家
屋
は
大
部
分
破
壊
或
は
外
壁
の
み
を

残
し
て
内
部
は
る
一
壊
せ
る
が
如
き
惨
状
を
呈
し
た

b
、
五
口
人
の
注
目
す
べ

3
は
約
三
千
六
百
貫
の
火
薬
及
「
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
」
の
爆
殺
に
よ
る
大
気
の
振
動
力
に
し
て
後
聞
に
よ
れ
ば
此
の
振
動
は
約
六
十
粁
の
地
域
に
播
動
し
た

b
と
云
ム
、
而

か
も
現
場
よ

b
五
百
米
以
内
の
地
域
に
あ
る
木
造
倉
庫
及
石
造
煉
克
造
倉
庫
に
し
て
或
は
外
壁
の
折
損
せ
る
も
の
或
は
外
、

壁
中
殊
に
窓
下
の
石
材
及
煉
瓦
の
墜
落
崩
壊
せ
る
も
の
或
は
犀
根
の
墜
落
せ
る
も
の
あ
る
が
如

s，
叉
は
三
百
米
突
を
距

ち
た
る
手
官
鐸
構
内
の
列
車
の
厚

3
窓
硝
子
に
し
て
港
内
に
面
せ
る
方
面
の
も
の
は
悉
く
破
壊
せ
る
が
如
、
c

爆
後
現
場
の

埋
立
地
盤
が
堀
下
げ
ら
れ
五

O
O卒
方
米
突
の
面
積
は
海
水
が
蓮
絡
溜
水
せ
る
が
如

3
大
気
の
振
動
に
鈎
す
る
等

3
終
験



と
一
去
は
玄
る
可
か
ら
ず
と
信
争
、
斯
か
る
建
築
物
の
破
壊
せ
る
中
に
附
近
畿
筋
コ
ン
タ
リ
!
ト
建
築
物
は
何
等
の
破
損
な

か
b
し
が
如

3
は
正
に
建
築
上
注
目
に
値
す
る
も
の
と
云
ふ
得
ぺ
し
J

震
度
の
詩
語
従
来
1

中
央
気
象
蔓
に
於
て
規
定
さ
れ
し
地
震
々
度
階
級
は
七
階
級
な
り
し
が
、
地
震
観
測
表
の
欧
文

報
告
又
は
英
文
に
て
論
交
な
ど
も
ど
書
か
ん
と
す
る
諸
君
の
矯
め
に
右
震
度
に
鈴
す
る
英
謬
語
を
左
に
列
記
せ
ん
。
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